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○
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京
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手
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一
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改
正
す
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規
則
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…
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同
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○
東
京
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心
身
障
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手
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す
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の
一
部
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改
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す
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す
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す
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す
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建
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局
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規

則

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
七
号

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「
㊞
」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
中
「
㊞
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則

の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の

は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
八
号

栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

栄
養
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
規
則
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
三
号
様
式
中

を

に
、

を

に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
五
号
様
式
中

「
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別

」
を
「

氏
名
・
旧
姓
等
・

生
年
月
日
・
性
別

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
栄
養
士
法
施
行
細
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙

で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
九
号

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
規
則
第
百
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
総
所
得
金
額
」
の
下
に
「
（
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与

所
得
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
場
合
に
は
、
同

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
及
び
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
を
下
回
る
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
と
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
と
を
合
算
し
た
額
を
当
該
給

与
所
得
の
金
額
及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雑
所
得
の
金
額
の
合
計
額
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す

る
。
）
」
を
加
え
、
「
山
林
所
得
金
額
、
同
法
」
を
「
山
林
所
得
金
額
、
地
方
税
法
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
二
号
中
「
、
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
（
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項

第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死

の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子

で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ
に
該
当
す
る
所

得
割
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
所
得
割
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
、
第
六
条
第
五
号
及
び
第
十
一
条
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
納
税
義
務
者
（
同
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五

万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
、
第
六
条
第
五
号
及
び
第
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者

又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父

と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に

該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
そ
の
者
に
つ
き
二
十
七
万
円
（
そ
の
者
が

同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
三
項
に
該
当
す
る
寡
婦
（
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中

「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な

い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現

に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
三
項
に
該

当
す
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
三
十
五
万
円
）
」
を
削
り
、
同
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と

し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規

定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円

四

前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
の
二

に
規
定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
三
十
五
万
円

第
六
条
第
一
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
五
号
」
を

削
る
。

第
十
一
条
中
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「第

１
号
様
式

」
を
「別

記

第
１
号
様
式

」
に
、
「老

配

」
を
「同

配

」
に
改
め
、

「老
・

」
を
削
り
、
「特

寡

」
を
「ひ

と
り
親

」
に
、
「免

除
控
除
額

」
を
「免

除
所
得
額

」
に
改
め

る
。別

記
第
七
号
様
式
中
「老

配

」
を
「同

配

」
に
改
め
、
「老

・

」
を
削
り
、
「特

寡

」
を
「ひ

と
り

親

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



（増刊 143）東 京 都 公 報令和2年12月28日（月曜日）５

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
、

第
六
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
並
び
に
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
の
規
定
は
、
令
和
三
年

九
月
一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
療
養
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
た

療
養
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所

要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
身
体
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
号

東
京
都
身
体
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
身
体
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
削
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「

﹇

・

﹇
﹇％

」
を
「

﹇
﹇

・
﹇％

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
()表
、
第
十
七
号
様
式
、
第
十
八
号
様
式
及
び
第
二
十
号
様
式
()表
中
「印

」
を
削

る
。別

記
第
二
十
一
号
様
式
()表
中
「交
付

」
を
「交

付

再
交
付

」
に
、
「

氏
名

」
を
「１５歳

未

氏
名

満
の
児
童
名

」
に
、
「身
体
障
害
者
福
祉
法
第
１５条

第
１
項

」
を
「身

体
障
害
者
福
祉
法
第
１５条

第
１

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
第
１０

項条
第
１
項

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
及
び
第
二
十
四
号
様
式
()表
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
身
体
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
規
則

別
記
第
一
号
様
式
、
第
十
号
様
式
、
第
十
六
号
様
式
か
ら
第
十
八
号
様
式
ま
で
、
第
二
十
号
様
式
、

第
二
十
一
号
様
式
、
第
二
十
三
号
様
式
及
び
第
二
十
四
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も

の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手
当
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
一
号

東
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手
当
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手
当
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
総
所
得
金
額
」
の
下
に
「
（
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与

所
得
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
場
合
に
は
、
同

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
及
び
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
を
下
回
る
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
と
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
と
を
合
算
し
た
額
を
当
該
給

与
所
得
の
金
額
及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雑
所
得
の
金
額
の
合
計
額
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す

る
。
）
」
を
加
え
、
「
山
林
所
得
金
額
、
同
法
」
を
「
山
林
所
得
金
額
、
地
方
税
法
」
に
改
め
、
「
第

三
十
五
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
三
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規

定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円

第
五
条
第
二
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
の
二

に
規
定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
三
十
五
万
円
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別
記
第
一
号
様
式

（表面）
及
び
第
九
号
様
式
中
「（

寡
夫
）

」
を
削
り
、
「寡

婦
の
特
例

」
を
「ひ

と
り

親
」
に
、
「寡

特

」
を
「ひ

と
り

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手
当
条
例
施
行
規
則
第
五
条
の
規
定
並
び

に
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
の
規
定
は
、
令
和
三
年
十
一
月
以
後
の
月
分
の
重
度
心
身
障

害
者
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
十
月
以
前
の
月
分
の
重
度
心
身
障
害
者
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手
当
条
例
施
行

規
則
別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正

を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
二
号

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
総
所
得
金
額
」
の
下
に
「
（
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与

所
得
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
場
合
に
は
、
同

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
及
び
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
を
下
回
る
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
と
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
と
を
合
算
し
た
額
を
当
該
給

与
所
得
の
金
額
及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雑
所
得
の
金
額
の
合
計
額
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す

る
。
）
」
を
加
え
、
「
山
林
所
得
金
額
、
同
法
」
を
「
山
林
所
得
金
額
、
地
方
税
法
」
に
改
め
、
「
第

三
十
五
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
三
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規

定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円

第
四
条
第
二
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
項
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
の
二

に
規
定
す
る
控
除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
三
十
五
万
円

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の

規
定
は
、
令
和
三
年
八
月
以
後
の
月
分
の
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年

七
月
以
前
の
月
分
の
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年

東
京
都
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
及
び
第
十
一
号
様
式
の
二
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
()表
及
び
第
十
四
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「（

自
署
又
は
記
名
押
印
）

印

」
を
削
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中
「（

自
署
又
は
記
名
押
印
）

」
を
削
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則
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１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
別
記
第
十
一
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
の
二
及
び
第
十
三

号
様
式
か
ら
第
十
七
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、

な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
四
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
委
任
）

第
五
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
八
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
り
、
「あ

て
名

」
を
「宛

名

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
施
行
細
則
別
記
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
及
び
第
六
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で
に
よ

る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
五
号

調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

調
理
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

記
第
一
号
様
式
中
「氏

名
・
生
年
月
日

」
を
「氏

名
・
旧
姓
等
・
生
年
月
日

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「（
添
付
書
類
）

１
名
簿
訂
正
の
場
合
は
、
変
更
事
項
が
確
認
で
き
る
戸
籍
抄
（
謄
）
本
、
改
製
原
戸
籍
等

２
書
換
え
交
付
の
場
合
は
、
調
理
師
免
許
証

（
注
意
事
項
）

１
氏
名
に
つ
い
て
は
、
記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

２
不
要
な
文
字
は
、
消
し
て
く
だ
さ
い
。

」
を

「（
添
付
書
類
）

・
調
理
師
免
許
証
（
名
簿
訂
正
の
み
の
場
合
は
不
要
）
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・
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
、
改
製
原
戸
籍
若
し
く
は
除
籍
謄
本
又
は
住
民
票
の
写
し

＊
名
簿
登
録
事
項
（
氏
名
・
本
籍
地
都
道
府
県
名
等
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
謄
本
等

か
ら
現
在
の
戸
籍
に
至
る
全
て
の
戸
籍
謄
本
等
を
揃
え
る
こ
と
（
旧
姓
併
記
を
希
望
す

る
場
合
は
、
旧
姓
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
か
ら
現
在
の
戸
籍
に
至
る
全
て
の
戸
籍

謄
本
等
）
。

＊
名
簿
登
録
事
項
（
氏
名
・
本
籍
地
都
道
府
県
名
等
）
に
変
更
は
な
く
、
旧
姓
又
は
通
称

名
を
併
記
し
た
免
許
証
の
書
換
え
交
付
の
み
を
す
る
場
合
は
、
旧
姓
又
は
通
称
名
を
併

記
し
た
住
民
票
の
写
し
の
添
付
に
よ
り
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
氏

名
と
併
記
を
希
望
す
る
旧
姓
又
は
通
称
名
と
を
確
認
で
き
る
こ
と
。

」
に

改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「
失
そ
う
」
を
「
失
踪
」
に
改
め
、

「（
注
意
事
項
）

氏
名
に
つ
い
て
は
、
記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

」
を
削
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「

」
を

「

」
に
改
め
、

「（
注
意
事
項
）

氏
名
に
つ
い
て
は
、
記
名
押
印
又
は
自
筆
に
よ
る
署
名
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
調
理
師
法
施
行
細
則
に
よ
る
用
紙
で
、
現

に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
六
号

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
東
京
都
規
則
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
九
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
五
十
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「８
所
属
団
体
の
長

㊞

」
を

「８
所
属
団
体
の
長

」
に
、

「登
録
証
・
電
動
車
証
受
領
印

」
を
「登

録
証
・
電
動
車
証
受
領
者

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
十
一
号
様
式
中

「１０
主

な
取
引
先

㊞

」
を

「１０
主

な
取
引
先

」
に
、
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「１２
所

属
団
体
の
長

㊞

」
を

「１２
所

属
団
体
の
長

」
に
、

「登
録
証
受
領
印

」
を
「登

録
証
受
領
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
別

記
第
二
号
様
式
、
第
四
十
九
号
様
式
、
第
五
十
号
様
式
及
び
第
五
十
一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現

に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
十
七
号

東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二

二
の
部
㈥
の
項
中
「
四
百
九
十
万
五
千
四
百
円
」
を
「
四
百
二
十
四
万
六
百
円
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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